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1　 は じめ に

　棚田 オ
ー

ナ
ー

制度 （以 下 「オ ー
ナ
ー

制 J ） は棚

田保全 の 施策 の 中 で も近年注 目 を集め て い るが，

2000年現在 で は 全国 29地 区
L）

が導入 し て お り， さ

らな る拡大 の 傾 向に ある。 こ の 制 度は ，オ
ー一

ナ
ー一

の 農業体験 と地域活性 化 を 目指 し た もの で あ る が
，

それ を理 解するた め には ， オ
ー

ナ
ー

制 の 各構成員、

特に オ ー
ナ

ー
の 意識 や行動 を把握する こ とが 不 可

欠で ある に もか か わ らず，そ うした研究は こ れ ま

で に見 られ な い 。ま た ，制 度が 継続 し て い く 可 能

性 に つ い て も課題 と なっ て い るが ，それ に 対 し て

もオーナーの意識が 寄与 す る と こ ろは大 きい 。

　 そ こ で 本研究 は，地域恬性 化 を 目的 と して 2000

年 よ りオ ー
ナ
ー

制 を開始 し た鴨川市大山 千枚田 オ

ーナ ー制度 を事例 と して ， オ
ー

ナ
ー

制に お けるオ

ーナ ー
の 行 動並 び に 意識を ア ン ケ

ー
ト調 査に よ っ

て 明 らか に し
， ま たそ れを踏 まえて オ ーナ ー制の

継続に つ い て 考察す る 。

H　鴨川 市 大 山千枚 田オ ー
ナ

ー
制度

1 ．鴨川市 に お け る大山千枚 田 の 位 置 づ け

　鴨 川市は 房総半島南部に 位置 し ， 太平洋 に面 し

た マ リン リゾー
ト地 と し て 有名で あ り，夏季を中

心 に 年間 を通 じて 多くの 観 光客が訪れ る。農業で

は、水 田 が 面 積 の 大 部分 を 占め て お り，そ の 約

2i3が 1120以 上 の 急傾斜 地 に 立 地 し て い る （ft　1）。

水 田 整 備状 況に っ い て は ，区 画 ，農道，用水 ，い

ず れ も整備 水 準 が 低 く ， 耕 作条件 の 不利な傾斜地

水 田 が多 く存在 し て い る 。

表 1 鴨川 市の 水 田 の 立 地

　 　 〔農振農用 地 の み ，単位 1 ％，
　 　 　 資料 ：農 林水 産 雀 ，1993）
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　 本 研 究 の 対 象

とす る 大 山 千 枚

田 と称 さオ
’
し る

一

帯 （図1
， 図 は周

辺 も 含 む ） も未

整 備 水 田 で あ り，

か つ 天 水 田 で あ

る た め
， 水 管理

に は さ ら に 多 く

の 下間 を必要 とす る 。
オ ・一

ナ
・一

制 開 始以 齣 は60代

後半〜70代 の 高齢農家 に よ っ て耕作 され ，耕作者

の 状 説 に よ っ て は，不作 付 け及 び耕作放 棄 も見 ら

れ て い た．、

　 そ の 大 ltl
．
TZ枚 田 は

， 鴨川 市 の 傾斜 地 水 剄 の 中 で

も類を抜 く景観 美を示 し，また ，東西 を結ぶ 主要

道路 の 近 く に 位 置 し て い る こ ともあ り，以 前か ら

写 真家 など に 泣 目され て い た 。近年 で は ，地 域農

業基盤 確 立農業構 造改善事業，鴨jl［
’
Pt　Y フ レ ッ シ

ュ ビ レ ッ ジ 事業 （1996年 採 択 ，都 市農村 交流に よ

る聴域活性化を 瞬 旨す）の 推進 とともに ，そ の 棚

田 の 保 全
・
活用 が 進 め られ て い 都

1
。 また，萌 の 推

薦 を経 て ，1999年に は農林水産 省 の 目本 の 棚 目弓百

選 に 認定 され て い る、、

図1 大 山 千枚 田 と周辺 の 平坦 地水 顯
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2 ，大山千枚 田オ
ー

ナ
ー

制度の 取 り組み

　 大山 千枚 田 で は，上記 の 条件 の も と，2000年度

に棚 田 オ
ー

ナ
ー

制度が開始 され た。当地 区 の オ
ー

ナ
ー

制
3b

は ，市が 地 権者 か ら農地 を借 り受 け （管

理 ・運 営は 大 山千枚 田保 存会 に委託） ，そ の 土地

を希望者 （オ
ー

ナ
ー

） の 農作業体験 の た め に貸 し

出す と い うもの で ある （図2）。保存会に よ る と，

そ の 取 り組み の 目的は 都市住民 との 交流に よ る地

域活性化 に ある。活性化 の た めに満 た され る べ き

要 素と して は農地 の 荒廃防止 ，地域住 民 の 主体的

取 り組 み ， オ
ー

ナ
ー

の 来訪に よ る地元産業 の 振興

を挙げて い る。行政 ・保 存会主導 で 進 め られ て き

た取 り組み だが ，協力す る うちに ， 地 権者の 間で

も活動 へ の 主体性 が芽生 え始め て い る。

3 ，2000年 度 か ら2001年度に かけて の 発展

（1） 2000年度の 実績

　初年 度で ある 2000 年度 （以 下 「00年度」 〉に は ，

大山千枚 田全体 の 約 10分 の 1の 面積にオ
ー

ナ
ー

制

を導入 した、多数 の 応募者の 中か ら選 ばれ た 39組

の オ
ー

ナ
ー

が，田植 え・草刈 り （3回）・稲刈 り・脱

穀 ・収穫祭な どの 作業・
イ ベ ン トに参加 した 。 なお ，

一
斉作業 日には ，地 権者や 地元 の 支援者 は オ ーナ

ー
の 作業を手伝 い

， また こ の 他 の 管理作業は ほ と

ん ど地権 者 に よ っ て 行われ て い る こ とか ら，地権

者 の 労働量 は実質的 に減 っ て い な い 。

　保存会は ，オ ー
ナ
ー

の 利用料，年会費，中 山間

地域等直接支払交付金，市か らの 委託費等を得 て，

そ の 中か ら地 権者に 土地 賃貸料 （利用料 の 1割〉，

作業指導 ・補助 を行 う地権者と地 元 の 支援者 に作

業賃金 を支払 う。作業賃金 は額 も多 くな く　（地 元

支援者に は年間1千円〜6万 円），副収入 まで には

　　　（
一
　 オ ーナ ー
一 ） ⇒ （画匝）

／ 。 。体 験↑
利用 料

煽 ＼
’　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 N
’
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料

凾
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ち
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図2　大山千枚 田 オ
ー

ナー制度 の 実行体制

表2　大 山千枚田オーナ・一’pal度の 発展

項　 目 00年度　 Ol年度

全体 面 積，枚数 約32ha ，375枚
利用料 300円！m2

オ ー
ナ
ー

制対象 面 積 3
，
146m29 ，885m2

オ
ー

ナ
ー
応募者 173組 173組

オ ーナ ー
採用者数 39組 lI2組

関係地権者
“1 7名 8名

地元支援者 54名 73名
＊ 1 ：大 山地 区の 地権者は 全11名

至 らな い が ，活動参加 を促 す役 割を果 た して い る。

現在 の オ ー
ナ
ー

制で は ，こ の よ うに して ， 地 元支

援者 をは じ め とす る地元住民の 活力増進 が図 られ

て い る。

（2） オ
ー

ナ
ー

制の 拡大

　 200互年度 （以 下 「Ol年度」 ） に は ，オ ーナ ー制

対 象面積 を 00年度 の約 3倍に 拡大 し，オ
ー

ナ
ー

採

用者数は 00年 度か らの 継続者31組 に 新規オ ー
ナ
ー

81組 を加 えて 112組 に増や して い る （表2）。オ
ー

ナ
ー

数の 拡大 に伴 い ，地元 の 支援体制も拡充 した

が、オーナ ー数の増加 に対 して地 元支援者の 数が

追 い つ い て い な い 。そ こ で ，Ol年 度 の オ ー
ナ
ー

に

よる 田植えは 3 日間 に分け ，地元支援者は 3日間 と

も参加 す る ，な ど の 対 応が 取 られ て い る ．

　 また Ol年 に はオ
ー

ナ
ー

が い っ で も作業に 来 られ

るよ うに との 意図 で ，千枚 田 の 隣接地 に シ ャ ワー

等 を備 えた 市 の 地 域資源総合管理施設 が 開館 し，

保存会が 管理 を行 っ て い る。こ の よ うに オ ーナ ー

数を拡大 して もオ
ー

ナ
ー個 々 に不満 を感 じさせ な

い よ うに，地 元 の 受け入 れ体制を整備 して い る 。

皿 　 ア ン ケ ー ト調査 に よ るオ ー
ナ

ー
の 行

　動 と意識

　オ
ー

ナー制 の 継続に は，オ ー
ナ
ー

の 確保 ，すな

わ ち新 規オ
ー

ナ
ー

獲得，並 び に 活動 を継続す るオ

ー
ナー

の 定着 を図 る こ と が 第一
条件 で あ る 。

　そ こ で 本章以降で は ，
ア ン ケー ト調査をもとに ，

オ
ー

ナ
ー

の意識 と活動継続性 に つ い て 考え る。

1 ．ア ン ケ
ー

ト調査 の 概略

（1） オ
ー

ナ ー応募者の 属性分類 と居住地
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　 00年度 ，01年度 の 全 オ ーナ ー応 募者 296組 を，

応 募 ・採用 状況か ら表 3の 6種類 の 属性 に分 類 した。

00年度 の オ ーナ ー39名 は 31名 が継続希望 と高 い 継

続率 を示 し て い る 。 なお ，オーナーの 採用に 際 し

て は ，市や 保 存会 の 役 員が選考 し，継 続希 望者は

優先的に採用 して い る 。 加 えて，00年 度 の 不採用

者 はOI年度に は優先 し て 採用 して い る 。
よ っ て 属

性  は Ol年度は 「応募；採用」 となっ て い る。

　オ ーナー応募者の 居住地 を比 較 し た とこ ろ，全

体で は，千 葉県，東京都，神 奈川 県 の 順 で 多 くな

っ て い る 。 属性  で は ， 県 外 か らの応募者が 比 較

的多 く，属性  で は県内か ら の応募者が多 くな っ

て い るが，有意差は見 られ なか っ た。本地区 は ，

道路網の 整備 に よ っ て車で 来訪 しやすい 立 地条件

に あ るが 、こ の こ と が 各方 面 か ら応募者を集め て

い る と考え られ る 。

（2） ア ン ケ ー ト調 査 の 内容

　属性間 の 共 通事項 と して ，関 心 ， きっ か け，希

望 理 由 ， 本 地 区 の オ ーナ ー
制 を選 択 し た 理 由等 の

オ
ー

ナ
ー

を希望 した意識 に 閧す る項 目を置き ， ま

た ， 最後にオ
ー

ナ
ー制度 へ の 要 望を記述す る欄を

設 けた。00年度 に オ ーナーを体験 し た属性    に

は ，00年度の 行勤や体験に つ い て の 印象を尋ねた。

00年度に不 採用 とな っ た属性    には，オーナ ー

制 とは別 企画 の
一

般 向けの 田植 え ・稲刈 りイ ベ ン

トの 案内が 送付 され て い るた め，イ ベ ン ト参加 に

つ い て の 項 目を設 けた 。 2年 目 とな る 01年度に 新

規 に応募 した属 性     には ， オ
ー

ナ
ー制度を知 っ

た時期 に つ い て 尋ね た。

　Ol年4月 に ア ン ケ
ー

トを送付 ・回収 （記名 回答 ）

したとこ ろ，全体 の 回収率は 63％だ っ た。回収率

は 属 性 間 で ば らつ

き が あ り ， OI年 度

に 新 規 に オ ー
ナ

ー

と な っ た 属 性    

で は 80％ 前 後 と 高

い 回 収 率 を 示 し ，

Ol年 度 に 希 望 し な

か っ た 属 性     で

は 50％ 前 後 だ っ

た 。本研 究 の 目的

に 即 し た 分 類 方法

　 食べ 物

　 生 き物

景色・保養

歴 史・文化

保全活動

  00 採 用，　  OO 採用，
　 Ol継続

1，0　1．5　2、0

表3　オ
ー

ナ
ー

応 募者 の 属性 とア ン ケ
ー

ト回 収率

属 　性 送付数 回収数 回 収 率

  OO採 用，　Ol継 続 31通 24通 77％

  0（縢 用，01継続 せず 8 4 50

  00不採用，Ol採用 19 15 79

  00不採 用，01応 募せ ず ll5 56 49

  01新規 採用 6251 82

  Ol不採 用 6137 61

全　体 296187 63

を優先 し，
一部 の 属性 の サ ン プル 数 の 少 な さに よ

る傾向の 不 確実性は やむ を得ない との 判断の 上 で

以下の 考察 を進 め て い く。

2 ．オ ーナ ー応募者 の 特性

　ア ン ケー トの結果で は ，オ
ー

ナ
ー

を希望 し た グ

ル
ープ構 成人 員 は 「家族」　 「夫婦 」　 「友 人や 同

僚 」　 「親戚 」 の 順 に多 く ， 半 分 程 度 の 人 が 「家

族」 を挙げて い た。Ol年度 に継続 しな い 属性  で

は，4組の 回答者の うち3組 が 「友人や 同僚」 をあ

げ，属性   に 比 べ て 家族関係 以外 の 任意 の グル
ー

プの 割合が 高くな っ て い る が ， 有意差は なか っ た。

3 ．オ ーナ ー応募者 の 意識

（1） オ
ー

ナ
ー

応募者の 関心 事

　自分 の 食べ 物や 自然 の 生き物，自然 の 景色や保

養効果等 に つ い て ，全般的 に 高い 関心 を示 して い

る （図3）。継続 した属性   と継続 しな い 属性  

を比 較す る と ， 自然 の 生 き物 や保 全活 動 にお い て

は属性  の 方が 強い 関心 を示 し，景色や保養効果

に つ い て は 属性  の 方が強 い 関心 を示 し た 。

（2） de ナ
ー

制 を知 っ た き っ か け

　オ
ー

ナ
ー

制 を知 っ た き っ か けに っ い て は，　 「
’
テ

レ ビ，新聞等の メ デ ィ ア を通 じて 」 が 65％ と最 も

　　　　　   00 不 採用，　  OO 不採用 ，　  Ol 新 規 採 用

Ol継続せ ず　 Ol採用　 　 　 01応募せ ず

1、O　 I．5　2．O　l、O　l．5　 2、D　1、0　 1．5　2、O　l．0　 1．5
　 　 　 　 　 　 　 　

”nh
　 　 「　 　 藝　 　 　 　 　 　 　 　 　 聡 癬

　 　   不採 用

　 　 　 　 　
＊ 1

2、0　1．0　 1．5　 2．0

灘

綴

難 ま　繍

韓

　　　　　　 　 ，，
＊ 1 ： 関心 の 高 さに つ い て ，2・1・0・−1・−2 （高 い 〜低 い ） で 評 価

図3　オ
ー

ナ
ー

応募者 の 関心事
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子供の教育

自分の農業経験

食べ 物の大切 さ

人 とのふれあい
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00年度 に応募し た 属性   〜  とOl年 度

新規 に応 募 した属性     を比較す る と ， 新規 の  

  にお い て 特 に 「知 り合 い を通 じて 」 の 割合が 高

く （2．5％有意），
一

年間 で ロ コ ミ に よ る参加 が

増え て い る。メディ ア へ の 発信 に加え，人づ て の

評判 も，応募の 際の 重 要な判断材料になる こ とが

わか る 。

（3） オ
ー

ナ
ー希望理 由

　 tr・一ナーを希望 し た理 由 に っ い て は ， 全属性 に

お い て 5割以上 が 「自分 の 経験 と して農業 を体験

し た か っ た か ら」 を選択 し
，

オ ーナ
ー

応募者が共

通 し て ，農作業の経験を 目的に希望 して い る （図

4）。それ に加 え ， 属性   で は 「環 境保 全活動 に

取 り組 み た い 」 を選 択 した 人が多 くな っ て い るが，

属性   で は 「保 全 の 取組 」 の 回答は 全 く得 られ な

か っ た。環境保 全活動 へ の 意識の 高い 人 がオ
ー

ナ

ー
と し て の 活 動 を継 続 し て い る こ とが わ か る

（5％有意）。一方 ，属 性  で は ，　 「人 と の ふ れ

あ い 」 が 大きな割 含を 占め （5％有意差 な し ），

地元 の 人 との 交 流機 会 と して の 期待が大 きい こ と

がわか る。また ，大山千枚 田 を選択 した理 由は，

「最も近い棚 田だか ら」　 「他にオ
ー

ナ
ー

制度をや

っ て い る と こ ろを知 らない か ら」 等が多 く，　 「棚

田 」 で ある こ とを理 由に 希望 した応 募者が 多 い
。

4 ．参加 後の 印象 と継続性

（1） 作業やイ ベ ン トの満足 度

　属性    で
一

年 間の 作業 ・
イ ベ ン トの 感想 を尋

ね た と こ ろ，全体で は 「非 常に 満足 」 21％ ，　 「大

体満足 」 75％，　 「あま り満 足 で な い 」 4％ とい う

結果に な っ た 。 現在 の オ
ー

ナ
ー

制で は ， 大 部分 は

オーナ ーの 期待 に 応え られ て い る が，不満 な点 も

あ る と推 測 され る 。 また ，属性   と比 較 して ，属

性  の オーナ ーが 「非常に 満足 」 と答えた割合 が

　 　 　 　 　 　   不 採用

　 　 　 　 　 　 　 　 〔％）
0　 　 50　 10fi　 O　　 50　 1eo

　 高か っ た （図5＞

　 に も か か わ らず，

　 継 続 して い な い

　 の は
， 出産 時期

　 との 重 な り等，

　 オ ーナ ー個 人 の

　 事 情 に よ る もの ，

　 と記述 回答 か ら

は判断 され る。

（2）各 作業の 負担感

　
一斉に行 われ る作 業 で は ， 稲 刈 り

・草刈 り作業

に つ い て は 属性間 で 大きな相違は 見 られ な か っ た

が，田植 え作業に つ い て 図6に示 す と，属性  の

方が 「大変だ 1 と感 じる割合 が高く　（5％有意差

な し），作業の 負担感 も継続 しない 原 因に なる と

考 え られ る。ま た ，
一

斉作業以外に 大山千枚田 に

行 っ た回数を尋ね た と こ ろ ，年 1回〜5，6回 と回数

に 個人差 はあ る が ，約 7割 が 「あ る」 と答 え て い

た。記述回答に よ る と ， 自然観察や写真撮影 な ど

で 「棚 田を見 に 行 く」 オ
ー

ナ
ー

と，草刈 り ・畦 ぬ

りな ど 「作業を しに 行 く」 オ
ー

ナ
ー

の 2っ の パ タ

ー
ン に分か れ る こ とが わ か っ た。

（3） 地元住民 との 交流

　地 元農家の 作業指 導に つ い て の 評価 （図 7）で

は ， 属性   の 方 が属性   よ り 「充分受 け られ た 」

と答 えた割合が高 く，指導を満足 に受 けられ た場

　   De採用，01継 続

  OO採 用 ，Oit＄続せ ず
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図5　作業の 満足 度
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　　図6　田植 え作業 の 感想
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□ あ ま D 受 け られ な か っ た □ 指 導 は あ ま り必 要 な い

　　　図7　地 元農家の作業指導
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合 は継続 す る 可能 性 が 高 い （5％ 有 意） 。 地 元住

民 （ア ン ケ
ー

ト中では 「地元 の 人 」 と表現） との

ふ れ あ い に つ い て は ，　 「充分に 知 り合 い に なれ

た 」 が属性   で は79％ ，属 性   で は 25％ ， と比較

的大 きな差 が 見 られ た （5％有意差な し〉。こ れ

らか ら，作業指導 ，そ の他 の 活動 を通 じた地 元住

民 との結び つ きの 強 さが活動継続 を決め る要因 と

な る と考え られ る 。

（4） 料金 につ い て の 印象

　オーナー料金の 3万 円／ 100m2につ い て は，属性

    問で は殆 ど差 が見 られず，全体で 「ち ょ うど

よ い 」 83％，　 「高い 」 17％ とい う結果にな っ た 。

（5） イベ ン トへ の 参加 と次年度 の 応募

　 田植 え時 な どに行 われ る
一般 （オ ーナ ー

以外）

向け の イ ベ ン トに 関 し て は ，Ol年度再び応募 した

属性  で は60％が参加 して お り，応募しなか っ た

属性  で は 15°
／・ の 参加 に と どま り，イ ベ ン トへ の

参加 が次年度 へ の 応募 を促 す もの と考 え られ る

（1％有 意 ） 。 参加 し た感 想 で は ，　 「非 常に 満

足 」 41％，　 「大 体満 足 」 53％ ，　 「あま り満足 して

い な い 」 6％ ， と高 い 満足度を示 して い た。

5 ．オ ーナーの 要望

　オーナーか ら寄せ られた要望で は， 「決 め られ

た作業以外 に，もっ と本格 的な作業を したい 」 と

い う意見 が最 も多く ， 自ら米 を っ くる こ とへ の 期

待 とイベ ン ト的作業 に と どま る現状 との 差異 に不

満が ある と考え られ る。 次に 「地元 の 人 との 交流

の機会が ほ しい 1 が多 く ， オ
ー

ナ
ー制は交流の 場

と し て 期待 され て い る こ とがわ か る 。　 「契約料 が

高い 」　 「面積 の ば らつ きが気 になる」　 「交通機 関

・宿泊施設 の 整備 を行 っ て ほ し い 」 等 ，具体的な

要望が挙げ られて い る 。 また，00年か ら継続する

属性  か ら は ，Ol年度の急激なオ
ー

ナ
ー数 の 拡大

に対す る不 安が，00年度及 びOl年度に不 採用 とな

っ た属性     か らは ， 選 考に外れ た こ とに対する

不満が寄せ られ て い る。

IV　 オ
ー

ナ
ー

応募 者 の 行 動か らみた 棚 田

　オ ーナー
制度の 継続 性

オ
ー

ナ
ー

制 の 継 続 の た め に は ，3章で 述 べ た よ

うにオ
ー

ナ
ーが 活 動を継続する こ との 他 に ， 地元

の 支援 が継続する こ と
， 棚田が 存在 し続 け る こ と

も必 要 となる。こ こ で は，オーナー応募者 の 立場

か ら，こ れ らの 課題 を展望する 。

1 ．オ ー
ナ
ー

の 継続的確 保

　 こ こ で は ，オーナーの継続的確保に つ い て ，ア

ン ケ
ー

ト調査結果で 有意な差の 見 られ た項 目 を 中

心に ，地 元が 取るべ き対応 に つ い て 具体 的 な考察

を進め る。

（1）オ ーナー応 募者 の 確保

　オ
ー

ナ
ー

制 を知 っ た き っ かけ，お よび イ ベ ン ト

参加 に つ い て の 結果か ら ， まずは ， 広 い 範囲に情

報提供 を行 うた めに新聞
・
テ レ ビ ・

イ ン タ
ーネ ッ ト

等 の メデ ィ ア の 活用 が 重 要 で あ る。実際に応募の

段階に なる と，人か らの 情報が高 い 効果 を発揮す

る 。 具体的に は ，
オ ーナ ー

体 験者か らの 薦め を 受

ける，地元住 民や行政担 当者か ら話を聞 く，実際

に イ ベ ン トで 農作業 を体験 して み る，な どで ある。

活動 内容 の 紹介やイ ベ ン ト内容の 充実をは か ると

ともに ，興味を持 っ た 人が オ ーナ
ー

や 地元住民 と

直接交流できる場を設け る こ と も重要 で あ る 。

（2）オ
ー

ナ
ー

の 活動継続 性

　オ
ー

ナ
ー

の 関心事 ， 希望理 由，作業後 の 印象等

の 結果 か ら ， 継続す るオーナーは ，棚田 の保全 活

動を目的 として い るが ，活動に よ っ て その期待 は

満た され た と考え られ る 。 また，地元農家 の 指導

や人 と の ふれ あ い に も満足 し，充分に 地元 住民 と

の 結び つ き を得 られ て ，更な る意欲を見せ て い る 。

一
方，継続 しな い オ

ー
ナ
ー

は ， も とも と地 元住民

と の ふ れ あい に 期待 し て 参加 し て い るが ，それ が

現状で は満た されず ，継続 す るま で に至 っ て い な

い 。オ
ー

ナ
ー個人 の 期待 の 差に もよるが ，作業や

来訪 の 際に，よ り多 く地元 住民 との 交流機会 を設

ける こ とが，オーナ
ー

の 活動継続の ため に は，最

も効果的だ と考え られ る 。

2 ．オ
ー

ナ
ー

の 活動 を支援する地域体制

（1）地元 支援者 の 確保

　オーナ
ー

の 作業 を実際に支援 ・指 導 し ， 交流 を

深 め る こ とに よ っ て ，オ ー
ナ
ーの 活動継続 を促す

主体 として ，地権 者及 び地 元支援者 の 存 在が 不 可

欠 で あ る 。 地 権者 の 高齢化 が進む 中，長 期的 には

地元 支援者に活動 の 重点が移 っ て い くと考え られ

る。組織 の継続の ため に も，地域 として 個 々 の 支
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援者 を継続 的に確保 して い く必要が ある。

（2）地元 の 各種施 設 との 連携

　現在は，オ
ー

ナ
ー

制 の 運 営費は各種補助金で支

え られ て お り ，
オ ーナ ー

の 利用 料か ら の 収入 の み

で は ，継続的運営は 難 し い 。 し か し， 今 回 の 調査

で は，オ ー
ナ

ー
は作業 の 際 市の 交流施設 （96％

が利用），千枚 田近 くの 売店 （35％），周囲の観

光農園 （27％）や体験施設 （15％）な ど に 立 ち寄

っ て い る こ とが明 らか に な っ て い る 。 棚 田で の 作

業 と並行 して ，近辺 の 市民農園 を借 りて い るケー

ス も見 られ た 。
一

方で ，こ れ らの 施設 は ，来訪者

と地元 住民 と の ふ れ あ い の 場 とな り，オ
ー

ナ
ー

の

括動 参加 の き っ か け を創 り出す可能性 をもつ 。以

上 の よ うに，周辺施設 とオーナ
ー

制は補完関係に

ある と考え られ る 。 そ うした周辺 施設 と併せ て発

展 させ て い く こ とが ，地域と して オ
ー

ナ
ー制 の 運

営を続 けて い く上で 必要 で ある と考え られ る。

3 ．オ
ー

ナ
ー

の 来訪 と棚 田 の 存在

オ
ー

ナ
ー

応 募者 は ， 主食で あ る米 ， 自然 の 生 き

物 ，景観や保養効果 に 高 い 関心 を示 し，棚 田 に価

値 を見 出 して い る。 そ の よ うなオ ー
ナ
ーの 来訪 を

考え る と，オーナ ー制に供 される棚田は もとよ り，

地 区 の 周辺 の 棚 田 も地元農家や ボ ラ ン テ ィ ア に よ

っ て 良 い 状態 で存続 して い く こ とが，オ
ー

ナ
ー

制

継続 の た め の 条件で ある と考え られる。

V 　 お わ り に

　本研 究 で は ，オ
ー

ナ
ー

の 意識 と行動 の 面 か らオ

ー
ナ
ー

制の 継続に っ い て考察 した。当地区 の オ ー

観 光・体 験 ・辮 入

図8　1”・・一ナ ー
制 の 地域活性化 へ の 効果

ナ
ー制 へ の 取 り組み は始 ま っ て 間もない ため，今

後オーナ ーの 活動が どの よ うな形で継続 され るも

の か追跡す る必 要が あ る。また ，オ
ー

ナ
ー

制 の 継

続性 に つ い て は ， 地元 の 支援者や そ の 支援体制 に

つ い て 更 なる調査 ・検 討を進め る必 要 がある。
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